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会員各位
日本ライセンス協会　関西研修委員会
〒550-0004  大阪市西区靱本町1-8-4
   大阪科学技術センター内
TEL.06-6443-5320 FAX.06-6443-5319

第５０１回　関西月例研究会（リアル開催）
ＡＩ時代の米国特許訴訟
～米国特許訴訟におけるＡＩツール活用規制を含めて～

開催日：２０２６年１２月１８日（金曜日）１４：００－１７：００
場　所：大阪科学技術センター　４階４０４号室
[bookmark: _Hlk49417583][bookmark: _Hlk495673261][bookmark: _Hlk10364495]講　師：小林　千明氏
（フィネガン・ヘンダーソン・ファラボー・ギャレット&ダナーL.L.P. 東京オフィス　マネージング・パートナー／米国弁護士）

拝啓　会員の皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。また、平素より当協会の活動にご協力、ご支援を賜り、心より御礼申し上げます。
さて、この度の関西月例研究会では、「ＡＩ時代の米国特許訴訟 ～米国特許訴訟におけるＡＩツール活用規制を含めて～」をテーマに、フィネガン東京オフィス マネージング・パートナー／米国弁護士の小林氏を講師としてお招きし、ご講演いただきます。
小林氏は、米国知財法を専門とする米国弁護士として、長年にわたり、日本企業が関与する数多くの米国特許訴訟に携わるとともに、フィネガン東京オフィスのマネージング・パートナーとして、様々な日本企業の米国特許訴訟対応を支援されてきました。特に、米国特許紛争におけるディスカバリー、侵害・無効化戦略の立案、証人準備、訴訟マネジメントなど、米国特許訴訟の実務全般について豊富な経験を有されています。
本講演では、小林氏が長年にわたり培ってこられた豊富な経験と知見をもとに、ＡＩ時代における米国特許訴訟の最新状況について解説いただきます。解説にあたっては、米国特許訴訟になじみの少ない方にもご理解いただけるよう、米国特許訴訟の基本的な流れについて最初に概観いただきます。その後、ＡＩがもたらしている米国特許訴訟実務の変化をご説明いただきます。例えば、証拠開示手続（ディスカバリー）では、ＡＩツールが様々な変化をもたらし始めています。
近年、ディスカバリーで開示された大量の文書や電子データに対し、ＡＩツールを用いた分析が行われるケースが増加しています。そのため、開示資料から企業の機密情報や事業戦略が容易に把握されることを懸念する企業も少なくありません。本講演では、このようなリスクへの対応策についても解説いただきます。具体的には、米国の特許訴訟実務において、開示資料に対するＡＩツールの利用を一定範囲で制限・管理するためのＰｒｏｔｅｃｔｉｖｅ　Ｏｒｄｅｒ（保護命令）がどのように活用されているのかをご紹介いただきます。また、一部の裁判所において採用されているＡＩ利用に関する保護命令についても触れていただく予定です。
本講演は、知財部門において訴訟・ライセンス・契約等の渉外業務に携わる方々はもちろん、権利化業務や知財戦略を担当される方々、さらには知財部門をクライアントとする法律事務所や特許事務所の皆様にとって大変有益な内容となっております。ＡＩの急速な普及により訴訟実務が大きく変化する中、自社の重要情報を適切に保護しながら米国訴訟に対応するための実践的な知見を得る貴重な機会です。皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。
敬具

＊お申込みを頂いた後、当協会から振込先をご案内いたしますので、５営業日前（１２/１１）までに参加費をお支払いください。期限までに入金が確認できない場合は、ご参加いただくことができません。入金を確認できた方には、３営業日前（１２/１５）までに、メールにて資料をお送りいたします（当日、会場でも配布資料をご準備いたします）。なお、資料送付後のキャンセル・返金はお請けいたしかねますので、あらかじめご了承ください。
＊本研究会は、日本弁理士会の継続研修としての認定を申請中です。本研修を受講し、所定の申請をすると、外部機関研修として選択科目：２．５単位が認められる予定ですので、申込フォーム末尾の「弁理士登録番号」欄に弁理士登録番号をご記入ください。

講師略歴
小林　千明 氏（フィネガン・ヘンダーソン・ファラボー・ギャレット&ダナーL.L.P. 東京オフィス　マネージング・パートナー／米国弁護士）
Brandeis大学にて生化学・化学・経済学を専攻後、George Washington大学ロースクールにてJ.D.を取得。2013年にフィネガン ワシントンD.C.オフィスに入所し、製薬分野を中心とした特許訴訟およびPTAB手続に従事。2017年よりフィネガン東京オフィスにて勤務し、現在は同オフィスのマネージング・パートナーを務める。化学、バイオテクノロジー、製薬分野における特許訴訟・PTAB手続に加え、クライアントカウンセリング、特許出願、鑑定書作成、デュー・デリジェンスなど、米国知的財産法に関する幅広い業務を担当している。
日本語での業務対応と日本のビジネス慣行への理解を背景に、日本企業に対する米国知財戦略の構築、特許ポートフォリオ管理、デュー・デリジェンス、特許出願、訴訟対応および訴訟前戦略の立案を支援している。また、日本企業が関与する米国特許訴訟案件に多数携わり、企業の法務部・知財部および各種ベンダーと連携しながら、米国訴訟の円滑な遂行をサポートしている。

１．[研究会]
[bookmark: _Hlk52026622]　と　き：２０２６年１２月１８日（金曜日）１４：００－１７：００
ところ：大阪科学技術センター　４階４０４号室
講　師：小林　千明 氏（フィネガン・ヘンダーソン・ファラボー・ギャレット&ダナーL.L.P. 東京オフィス　マネージング・パートナー／米国弁護士）

司　会：関西研修委員
主担当　木ノ元　真彦（キヤノン株式会社）
副担当　大池　聞平（ＯＥＫ弁理士事務所）
参加費：正会員　　 ５,０００円（同一組織のメンバーを含む）
継続会員 　　２,０００円
一般　 １０,０００円
＊継続会員とは、55歳を超えて勤務先を退職した後も個人で会員資格を継続し、特別の年会費（2万円）を適用されている正会員です。（詳細は会員名簿の規則またはホームページをご参照ください。）

２．［懇談会］
　と き：２０２６年１２月１８日（金曜日） １７：１５－１８：１５ 
　ところ：大阪科学技術センター周辺 ※近隣の飲食店で開催する予定です。 
　参加費：２,０００円
　講演の中では聞けなかった話を講師より直接、聞く貴重な機会ですので、懇談会にも是非、御参加ください。

３．［参加申し込み］
· 申込期限：２０２６年１２月４日（金）
＊LESJウェブサイト【http://www.lesj.org/workshop/monthly/west.php】よりお願いいたします。（LESJウェブサイト以外からのお申込みは受け付けておりません）

【次回のご案内】
日時：２０２７年１月２５日（月）
テーマ：「デジタル時代の個人情報保護法―令和8年改正の全体像とテック領域の実務対応―」
講師：日置巴美氏（長島・大野・常松法律事務所 弁護士）
司会：関西研修委員 加藤光宏氏（特許法律事務所　樹樹）
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